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思
っ
て
お
る
の
で
あ

り
ま
す
。

向
今
春
は
、
富
山

博
覧
会
魚
障
会
場
と

し
て
水
族
館
を
復
活

し
、
埋
没
林
、
ホ
タ

年

あ

ら

た

玄

り

ま

し

て

、

滋

に

昭

和

ニ

ル

イ

ヵ

、

昼

気

楼

の

十

九

年

の

新

春

を

迎

え

、

衷

心

よ

り

お

慶

三

大

奇

観

を

は

じ

め

び
申
上
げ

?
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、民

う
ま
と
申
せ
ば

H
J

天
馬
空
を
特
産
物
等
、
産
業
並
に
観
光
面
に
於
け
る

い-一一

氏:一

日

、
、
一
一
v:す
主
総
J
?、J
I
7
Jー
が

し

ま
す
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JW機
感
機
感
機
織
統
盛

行
く
d
の
言
葉
に
も
あ
り
ま
当
市
の
面
白
を
広
〈
天
下
に
紹
介
致
し
度

当
魚
津

、一
介

機

機

織

齢

い
す
通
り
、
活
設
に
、
明
朗
に
い
と
目
下
準
備
を
進
め
て
お
る
の
で
あ
り

市
は
、
県

J
ι

心
棒
感
灘
灘
織
機
関
隣
組

掴

全

て

の

施

策

を

積
極
的
に
推
ま
し
て
、
今
後
と
も
一

層
の
御
支
援
を
お

民
各
位
の

…
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ぺ一、
献
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進
致
し
た
い
と
念
願
し
て
お
願
い
致
す
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

絶

大

な

る

…

一一引い刊
行
川
町

一
三
一
過

る
の
で
あ
り
ま
す
o

新
雪
の
立
山
連
峯
、
背
く
澄
み
渡
っ
た

御
援
助
と

人ソ
¥

昨
川
一千叫んじ守派…

ut監

そ
の
一
端
と
致
し
ま
し
て
日
本
海
、
万
物
全
て
が
新
た
な
る
装
に
包

、
市
民
諸

J
K一一引い
γι
…一一一一
辺
…

ω泌
泌
が
況
がヂ
市
勢
の
按
興
を
図
り
、
社
会
ま
れ
る
年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
自
戒
自

君
の
御
協

川
町
川
仰
い
が
潟
汲
お
け
一
か
い
三
沢
一
い

公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
為
粛
、
益
々
そ
の
責
任
の
大
な
る
を
痛
感
致

力
に
よ
り

制
緩
怒
た
じ
ゃ
Aa

記
念
・

3
九
ぷ
竺
畿

に
、
綜
合
援
興
計
画
審
議
会
し
、
清
新
の
気
風
を
も
っ
て
将
来
の
発
展

ま
し
て
、
市
制
第
三
年
の
歳
を
踏
み
出
す
を
中
心
と
し
て
、
行
政
全
般
に
つ
い
て
調
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
御
多
幸

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

査
審
議
し
、
そ
の
基
本
計
画
を
樹
立
し
て
を
御
祈
り
致
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

殊
に
今
年
は
、
う
ま
の
と
し
で
あ
り
市
将
来
の
悶
標
を
明
ら
か
に
致
し
た
い
と

zl伯
バ
σ〉

新

年

を

迎

え

て
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5年

市
長
会
兆
ザ
ム

助
役
手
ゆ
九
・
宝

助

役

JS
ぽ
余
火

枚
入
役
職
務
代
震
・
者

母
校
俊
秀

魚
津
市
議
会
議
員

議

長

合
九
行
，
'
b

事
業
の
推
進
、
工
場
誘
致
や
電
源
開
発
の

問
題
、
産
業
振
興
対
策
、

災
害
復
旧
事
業

の
最
終
的
仕
上
等
に
多
種
多
様
の
懸
案
が

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
何
時
も
申

す
こ
と
な
が
ら
市
の
財
政
に
は
お
の
づ
か

昭
和
二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
申
す
ま
で
も
な
ぐ
市
民
の
福
利
増
進
は
ら
限
度
が
あ
り
、
貧
弱
財
政
の
上
か
ら
、

り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。
一
に
市
政
の
有
効
な
る
行
政

6
運
営
に
い
や
が
上
に
も
重
点
的
に
な
ら
ざ
る
を
得

顧
み
ま
す
れ
ば
昭
和
二
十
八
年
は
、
本
か
ふ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
地
方
議
会
な
い
の
み
な
ら
ず
、
何
を
為
す
に
し
て
も

市
に
と
っ
て
は
、
市
制
実
施
第
二
年
目
の
は
、
地
方
自
治
体
の
意
思
決
定
権
を
有
し
市
民
の
一
致
し
た
協
力
が
な
く
て
は
で
き

年
で
あ
っ
て
御
承
知
の
よ
号
に
災
害
復
旧
戦
前
と
比
べ
て
そ
の
権
限
が
著
し
く
拡
大
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
・

そ
の
他
い
ろ
/
¥
の
懸
案
が
山
積
さ
れ
て
き
れ
、
住
民
の
総
意
を
代
表
し
て
市
政
に
こ
の
秋
に
あ
た
り
、
市
議
会
と
い
た
し

い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
数
十
年
来
の
大
大
き
く
参
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
ま
し
て
は
、
市
政
の
実
態
を
克
く
把
握
し

凶
作
で
農
家
の
皆
さ
ん
方
の
苦
境
は
い
う
す
。
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ご
い
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ゑ
本
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駐

鰍

幽
闘
勢
雪
の
進
護
展
と
奇
市
民
雲
の
福
喜
祉
を

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大
き
な
痛
手
で
味
か
ら
本
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念
と
しk、
以
て
市
民
の
期
待

あ
宅
つ
て
語
市
政
霊
運
営
宝
上
苦
ぞ
し
い
浜
状
況
で
も
予
詰
想
市
裏
議
会
?
と

約譲悦後快
陰

難
霊
舗
遡
謹
難
灘
聾
轍
麟
醸
臨
.
置
.
圃
に
品
副
は
ん
と
す
る
決
心
で
あ

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
当
局
並
び
い
た
し
ま

融

機

議

機

欄

踊

り
ま
す
か
ら
市
民
各
位
の

一

に
市
民
各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
に
よ
り
し
て
は
、

一誠
一

務

総

機

鱗

鰍
験

講

致
せ
る
御
支
援
を
御
願
い
す

ま
し
て
、
何
と
か
こ
れ
を
克
服
し
、
着
パ
至
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至
平

総
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鱗

鱗
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衷
窓
?
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市

E民各
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成
し
て
一
部
通
水
の
段
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に
到
達
し
、
ま
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運
営
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た
市
の
表
玄
関
と
も
云
う
べ
き
省
線
魚
津

第
一
義
と
し
て
活
動
し
て
お
る
の
で
あ
り
共
に
決
意
の
一
端
を
申
述
べ
ま
し
て
年
頭

駅

の

改

築

も

市

民

の

熱

意

が

容

れ

ら

れ

て

ま

す

。

の

御

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

着
工
の
運
び
と
な
り
、
そ
の
他
の
事
業
も
そ
こ
で
本
年
は
、
先
づ
既
定
計
画
に
よ

既
定
計
画
に
よ
っ
て
順
調
な
歩
み
を
な
し
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
博
覧
会
の
開
催
が

て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
市
民
全
体
の
要

こ
と
で
、
当
局
者
の
こ
の
御
心
労
に
対
し

望
で
あ
り
、
是
が
非
で
も
成
功
き
せ
ぬ
ば

ま
し
て
は
、
深
き
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
な
り
ま
せ
ぬ
、
そ
の
他
市
総
合
開
発
計
画

あ

り

ま

す

。
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一す
而
か
も
本
年
は
富
山
博
を
通

一
じ
目
下
建
設
中
の
水
族
館
を
始

め
と
し
て
、
.属
気
後
、
ほ
た
る

い
か
、

現
没
林
等
の
奇
観
を
天

下
に
紹
介
宣
伝
し
て
、

全
国
の

各
地
に
魚
津
市
の
存
在
を
認
め

て
い
た
ど
く
た
め
最
好
の
機
会

で
あ
り
ま
す
。

吾
々
全
市
民
が
挙
げ
て
、
こ

の
末
曾
有
の
大
事
業
に
対
し
協

力
を
致
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
の

で
あ
り
ま
す。

蹴
っ
て

一
九
五
三
年
の一

年

を
願
み
ま
す
る
に
、

我
が
商
工
会
議
所
に
お
き
ま

し
て
は
、

国
民
金
融
公
庫
の
利

則
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
、

既

に
延
べ

人
員
百
七
十
九
名
で
、

回

総
額
千
六
百
五
十

一
万
円
の
融

↑

資
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

一

又
全
国
珠
算
連
限
に
加
入
し

一

国
家
試
験
と
も
一去
わ

れ
ま

す

一

検
定
試
験
を
三
回
に
亘
り
実
施

一

い
た
し
ま
し
た
。
受
験
者
延
人

一

員
二
千
百
八
十
名
、
内
合
格
者

一

市

魚
津
市
の
発
展
と
漁
業

魚 広

我
が
任
沖
r
eyLF
Yぱ
川
和
二

十
七
年
四
月
、

一
町
十

一
ケ
村

の
大
同
団
結
に
よ
っ

て
発
足
以

来
蕊
に
第
三
年
目
の
新
春
を
迎

え
ま
し
た
こ
と
は
、
市
民
各
位

と
共
に
悦
び
に
棋
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

普
か
ら
石
の
上
に
も
一
一
一
年
と

云
い
ま
す
。

此
意
味
に
お
き
ま
し
て
我
が

魚
津
市
に
と
っ
て
本
年
は
、

最

も
大
切
な
年
で
あ
る
と
私
は
考

え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

産
業
に
、
教
育
に
、
文
化
に
、
は

た
叉
交
通
に
多
岐
多
様
に
亘
り

其
の
基
礎
を
確
立
し
、
以
て
大

魚
津
市
建
設
の
第
一
歩
を
踏
み

出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
年
で
あ
り
ま

津

魚

津

泊

業

協

同

組

合

組
合
長

中

村

元
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し同 献 許 る出 漁 に 生 つ 在 々 に 漁 ま に 迎
て組申致さ技 を 場 外 産 てで 増 最業す、え 春
重 合す しず術示に あ 意来 は加近 も。心ら光
要 は迄て日は し於り 欲 た 漁 のよ、 戦 かれ 輝
な 、も 居 木 、魚 いまとの 鐙 ーう 魚 後らたし
役魚 な り的絶津てせ 漁は高途や 津 極 お 魚 き
関IJi宰 くま 業対ば!は ん労、も をく 市 度 祝 埠ー
を 市.魚す の他 民 、。 技撚戦 た 立 のにい市九
もの津。 発 にの非 特術民 前 ど直害者 荒申 民 五
つ台 t.(!! 展追卓 常に の 各をりり展 廃 しの 四
て所業 に 従越 な北向位 上 、、とし 上 皆年
居 と協 買 を せ巡洋 上の回現年共たげ様を

れ 現 りち 古i. y，こ市魚f.lI功 あ昨 すなの興 る食 の易て 糧 り
た在私ま魚津努当 津に 、つ 年わ 噌O 方 供 に と 糧鑓 の 居 不ま
こまはす は のプJ局 間!万、た 暮 が 法給 依 同輸得振り足す
と でそ。 市 政l致 と 港 全 的鉄.、i'ffl で と つ時 入を 興 まの o

は 、の の業し共 修 を lli!筋多業 あ 言 て に を 図 に す 難 今
あ水生 発 の て に 築 期物事年協 るろ動 水 百 り依が 関 日
り i培 立 展 発 居そを し 業 の 同 と事物産 円、つ、に我
ま業ち で 展 りの 計 、の 所念組 思も蛋業 能 容 て之 逢 々
せをか もはま 実 画更集 の 願合 い 適 自 のに 易 外.は 着 は
ん 雌 ら あ~[Jす現 し に出 竣 でも ま 切 質振 すに 貨 貿し 食 wuド

白
沢

八
百
四
十
八
名
を
出
し
て
お
り

ま
す
。
次
に
市
当
局
の
御
援
助

を
受
け
て
高
周
波
乾
燥
機
を
県

工
業
試
験
場
魚
津
分
室
に
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

魚
津
市
の
関
係
業
者
は
勿
論

遠
く
入
善
方
面
の
業
者
に
ま
で

利
用
し
て
い
た
ど
い
て
お
り
ま

す
。
更
に
商
工
会
議
所
会
報
の

発
刊
と
共
に
会
員
と
の
連
絡
並

び
に
商
工
業
の
指
導
に
貢
献
し

て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
外
市
当
局
と
協
力
し
て

魚
津
駅
の
改
築
、

電
話
ケ
ー
ブ

ル
線
の
延
長
等
に
陳
情
し、

其

害 共 て 多 経 依隣過家 誠目静葱
のにも叉い済り 邦 去 独顧 にのにに'!烏
復産 、我 年界 、朝満立 み御新 訪 昭り
旧業 請 がでに日 鮮 三 後 ま同年 れ和 響
、博 々魚あ於本 動 ヶ幾 す 慶 を、ニく

上 覧 市 津 りて産乱年 多 れに迎市十 除
水 会 政市ま も業のの施ば存 え 制九夜
道 ののにし 実界休 永 策 昨じま 誕 年の 機 議嬢懇頭越議機 主
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と 愈 す 安 て
な々 。定 も
り市 我は亦
市 勢 が 求 自
自接市め立
立 興 と 難 な
態 の 致き く
勢為 しかし
(i(ff市 ま とて
立民 し存 幸
の ー てじ 福

の
目
的
を
貫
徹
い
た
し
ま
し
た

こ
と
は
市
民
各
位
御
承
知
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
於
き
ま
し
て
は
、

県
民
多
年
の
要
望
で
あ
る
宮
山

産
業
銀
行
の
発
足
に
際
し
、
金

屋
町
に
魚
津
支
居
を
開
設
す
る

外、

会
議
所
庁
舎
を
建
設
し
、

新
商
工
会
議
所
法
に
基
く
商
工

間
体
と
し
て
発
足
い
た

L
ま
し

た
。

何
卒
市
民
各
位
の
絶
大
な
る
御

支
援
と
御
鞭
捷
に
よ
り
商
工
会

議
所
本
来
の
目
的
達
成
に
徴
力

を
致
し
度
い
と
存
じ
ま
す
。

新

春

の
場

私
の
過
去
の
累
積
の
す
べ
て
を

一
る
御
支
援
の
程
を
お
願
い
す
る

挙
げ
て
魚
津
漁
業
の
向
上
に
、

一
も
の
で
あ
め
ま
す
。

そ
し
て
魚
津
市
学
展
に
尽
倖
す

一

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

一

最
後
に
魚
津
市
民
の
絶
大
な

一

新

年

迎

ミデ

え

市
4
H
hM
ラ
プ
連
絡
協
議
会
長

奏
@ 

ィ矢

一一
…新
年
を
迎

へ
皆
様
お
め
で
と
一
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
号
御
座
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
一
進
歩
と
云
う
も
の
は
、

人
間

一
と
、
張
切
る
心
意
気
が
無
言
の
一
の
善
意
と
研
究
と
努
力
が
招
来

」
内
に
胸
の
中
に
息
吹
き
と
共
に
一
す
る
も
の
で
、
不
良
天
候
と
た

一湧
立
ち
ま
す
。

理
想
郷
土
の
建
一
ふ
か
っ
た
、
す
ぎ
し
ひ
と
ふ

せ

一設
と
云
う
。
高
い
夢
想
に
ふ
け
一
の
苦
労
の
数
々
を
慰
み
合
う
と

一
り
つ
-
A

農
業
改
良
に
努
力
す
る
一
共
に
、
新
し
い
年
が
希
望
に
満

吾
等
の
4
H
グ
ラ
ブ
め
集
い
も
一
ち
て
、
判
断
と
真
面
目
な
実
行

明
け
て
六
年
を
迎
え
ま
し
た
。
一
の
為
に
皆
大
い
に
頑
張
り
ま
せ

昨
年
は
天
候
の
不
順
に
も
か
ふ
一
ぅ
。

は
ら
ず
研
究
の
業
績
を
次
々
と
一

午
年
に
想
う

!

一向

生
み、

開
波
町
で
開
催
さ
れ
た
一
:
馬
に
三
種
三
く
せ
あ
り
と

一一

県
下
4
H
グ
ラ
ブ
実
績
展
示
会
一
か
即
ち
、

一

で、

県
下
唯
一

の

好
成
績

を

一
「駿
馬
、
駕
馬
、
惇
馬
」

「
佼
一

牧
め
た
。
こ
れ
も
偏

へ
に
市
当

一
む
、
蹴
る、

暴
る
」
と
な
り
須
一

局
の
混
い
御
援
助
の
賜
も
の
と

一
ら
く
放
れ
駒
の
劉
に
な
ら
ず
、

感
謝
に
た
へ

ま
せ
ん
。
春
早
々
一
常
に一一
一癖
を
戒
め
、
望
む
ら
く

吹
雪
を
飼
い
て
出
発
す
る
農
業
一
は

一
走
り
千
里
の
駿
馬
た
ら
ん

研
究
笑
習
派
泣
員
諸
君
も
、
よ

一
こ
と
を
:
:
:
・

り
よ
い
専
問
的
研
究
の
成
果
を

持
ち
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
様
、

3ム
は

一
家
庭
に
を
き
ま
し
で
も
自

存
の
為
、
経
済
的
に
財
政
的
に

哉
は
生
産
に
於
て
施
策
に
於
て

も、

自
立
が
肝
要
か
と
存
じ
ま

す
。
因
よ
り
他
か
ら
の
支
援
は

望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が、

今
日
の
世
界
状
勢
と

一
般
社
会

情
況
よ
り

L
て
は
、

国
家
と
し

て
他
国
の
援
助
を
基
調
と
す
る

司
政
ゐ
策
定
は
無

、々

室
庭
と

為
努
力
す
べ
き
か
と
存
じ
ま
す

即
ち
本
年
は、

市
当
局
に
於
か

れ
て
は
市
民
め
総
力
を
結
集
し

市

政

め

充

実
は
勿
論
、
博
覧

会
の
目
的
達
成
、
都
市
計
画
の

完
成
並
に
之
が
実
行
、
市
財
政

の
確
立
等
々

に
依
り
明
る
い
、

住
み
よ
い
、

そ
し
て
希
裂
に
満

ち
た
魚
津
市
の
建
設
に
絡
段
の

御
努
力
を
希
ふ
次
第
で
あ
り
ま

す
。
次
に
不
肖
私
は
市
在
住
の

産
業
人
と
し
て
、

今
年
は
世
界

的
の
生
産
過
剰
と
経
済
的
危
機

に
直
面
、
之
が
突
破
の
覚
悟
を

新
に
、
工
場
生
産
の
合
理
化
に

依
り
品
質
の
向
上
と
コ
ス
ト
の

引
下
を
致
し、

宏
々
世
界
市
場

に
活
路
を
求
め
、
消
費
市
場
の

確
立
と
工
場
経
済
の
雌
立
を
図

り
、
以
て
工
場
の
自
立
と
共
に

先
づ
事
業
従
事
者

一
同
の
幸
福

と
安
定
の
椛
立
を
な
し
、
余
力

'を
得
て

一
般
社
会
の
為
寄
与
出

来
得
る
事
を
念
願
致
す
次
第
で

あ
り
ま
す
。

事

一
言
以
て
年
頭
の
所
感
と
致

し
ま
す
。

電
報
電
話
事
務
関
係
は

大

町

庁

舎

己

移

転

昨
年
末
迄
は
、
狭
い
郵
便
局

で
電
報
電
話
事
務
関
係
を
執
っ

て
皆
さ
ん
に
御
不
便
を
か
け
て

来
ま
し
た
が
、
今
度
大
町
庁
舎

巳
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

皆
さ
ん
の
「
サ
1

グ
イ
ス
」
本

位
を
「
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
務
め

ま
す
か
ら
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

街
む
報
の
事
に

つ
い

て
の
問

い
合
せ
は
、
蜜
語
五
一

四
番

へ電
話
の
事
に
つ

い
て
の
問
い

合
せ
は
、
電
話
ニ

O
O番
へ

電
話
の
紋
障
の
問
い
合
せ
は

電
話
六
O
番
へ

市
一

其
の
他
の
問
い
合
せ
は
留
話
一

五
一

一
番
へ

一

委
員
長

e

，
什
叫
白浜

d
』

長
谷
川
作
次
郎

謙

徳朝a::J 

I可

本野橋

与

次

郎 Jうム
11口

信

ごム
引口

住太寺中浜a::J 

I司
τ当-
I可伊

士
口

久
太
郎

浜
岡
弥
次
兵
衛

オミエ
刺ミ

士
口

助
之
丞
…

魚
津
市
教
育
委
員
会

田島匁.
三Y橋瀬東

魚
津
市
選
邸
中
管
理
委
員
曾

委
員
長

林高 清植

河見木

白 F臨両3・

久

雄

議イ言
席
順 _.... 

金

-_.  

由

矛リ実

幸

イ乍

直

-・・・4・
___.. 

秀

雄

七

良

源
.園田_.・-

-ー.. ‘ 

ヲ伝

魚
津
市
公
卒
委
員
会

委
員
長

西

田

{芳島

源
次
郎

東沢

清日
日

作
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新
判富ん・

山斗二
地.

方
裁
判
所

産相
支 4也、

事官官

斗、

ゐ弘

魚
津
市
に
は
世
界
的
天
然
現
象
の

一
つ

で
あ
る
昼
気
機
と
、
他
所
で
は
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
鐙
イ
カ
が
居
る
D

之
等
は
何

、
れ
も
本
年
の
富
山
陣
魚
津
会
場
の
開
館
と

同
時
に
、
大
衆
が
関
心
を
も
っ
て
居
る
の

で
あ
る
か
ら
、
今
か
ら
出
来
る
だ
け
多
く

の
人
に
見
せ
る
織
に
創
意
工
夫
す
る
こ
と

が
肝
要
で

.な
い
か
と
思
斜
さ
れ
ま
す
u

ど七 4弘 ?ウ説 、7、令 、、 、'，:''':<f 、

ぷ母
q 

Jえ

魚

津-

多持え務
署

長

男
も
女
も
追
羽
子
に
た
わ
む
れ
た
お

E
月

ふ
人
も
子
供
も
と
も
に
、
い
ろ
は
か
る
た
に
、
す
ご

ろ
く
に
、
ミ
カ
シ
な
ど
を
か
け
て
楽
し
く
遊
ん
だ
お

E
月、

ど
の
家
も
し
め
飾
り
美
し
く
門
松
を
か
ざ
り
祝
っ
た
お
正
月
、

私
は
こ
う
し
た
時
代
の

E
月
に
生
れ
、
少
年
期
を
過
し
た
の
で
あ
っ
た
。

、，F
も
う
い
く
つ
ね
る
と
お
正
月
、
ぉ

E
月
に
は
凧
あ
げ
て
、
ま
り
を
つ
い

〆
れ
て
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
・
:
:

Z
-

こ
ん
な
歌
を
う
た
っ
て

E
月
を
待
っ
た
少
年
の
日
の
お
正
月
の
思
い
出
は

，M
帽

私

に

と

っ

て

も

っ

と

も

懐
し
い
思
い
出
の
一
つ

の

ijy
x
m

と
な
っ
て
、

毎
年
お
E
月
を
迎
え
る
毎
に
思
レ

h

A
Uけ
容
甜

瞬

間

出

さ
れ
る
。

イ
b

p

J

1

、F

凶

%

閉

山

二

枚
半
武
者
絵
の
大
凧
を
買
っ
て
貰
っ
た
時

い

の

喜

び

、

霜
柱
を
下
駄
で
け
り
乍
ら
凧
湯
げ
に

-
F

い

夢
中
に
な
っ
た
思
い
出
、
糸
が
切
れ
そ
う
で
糸
を
も
っ
て
凧
に
つ
い
て
走

」

Ja・
-
っ
た
風
強
い
日
の
思
い
出
、

A
d叩
凧
糸
で
す
れ
や
ぶ
れ
、
指
の
い
た
さ
を
と
ら
い
て
は
、

毎
日
の
機
に
凧
場

を
し
た
思
い
出
、

こ
れ
は
私
が
紺
が
す
り
の
着
物
に

ハ
カ
マ
を
は
い
て
重
ね
の
弁
当
箱
を
手

編
の
袋
に
入
れ
て
、

荷
馬
車
の
尻
に
の
っ
て

馬
方
に
叱
ら
れ
な
が
ら

通
っ
た
小
学
校
時
第
の
思
い
出
の
一
つ
で
も
あ
る

そ
の
時
分
は
街
道
筋
は
「
プ
ウ

1
プ
ウ
1
」
と

ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
駅
馬
車
が

春
風
を
切
っ
て
走
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

年

語3

使

、-

と

の

賀

神Z
粉2
;L 

、，ー，

か
い
な
く
交
替
で
三
時
間
づ
L

眠
る
の
だ

一克
旦
の
夜
明
け
が
来
る
。
配
属
の
人
が

何
も
考
え
ず
に
年
賀
郵
便
の
こ
と
を
書
睡
眠
不
足
の
目
を
出
発
前
の
祝
盃
に
一元
気

く
程
、
最
早
年
賀
郵
便
に
埠
れ
て
い
る
私
を
出
し
、
何
千
と
い
号
賀
状
を
持
っ
て
雪

で
あ
る
‘
大
正
の
末
期
に
近
い
頃
だ
っ
た
じ
の
符
え

ハ
そ
の
頃
は
き
ま
っ
て
雪
が
あ
っ

私
の
い
た
高
岡
局
に
は
、
そ
の
頃
ま
だ
ス

た
〉
次
ぎ
/
¥
に
出
て
行
〈
足
昔
、
そ
の

ト

1
グ
の
設
備
が
な
か
っ
た
。
二
十
五
日
頃
の
出
発
は
静
か
な
朝
の
七
時
だ
っ
た

に
な
る
と
大
火
鉢
が
出
て
繁
忙
態
勢
に
入

ハ今
は
各
局
と
も
遅
い
)
そ
の
足
音
の
韻

る
。
何
十
万
と
い
う
賀
状
を
山
に
積
ん
で

律

、
そ
の
後
姿
、
そ
の
光
々
し
さ
に
、
拝

夜
中
二
十
人
位
で
働
き
統
け
る
と

一
、
二
み
た
い
よ
う
な
感
激
を
若
い
心
に
ぎ
ざ
み

時
頃
に
は
元
気
が
な
く
な
る
の
で
、

全
員

こ

ん

だ

も

の

だ

。

‘

・

v

で
そ
の
頃
の
流
行
歌
を
歌
っ
て
(
非
能
率
そ
れ
か
ら
三
十
年
余
、
戸
田
闘

な
の
で
今
は
や
ら
な
い
〉
元
気
を
つ
け
て
戦
争
で
中
止
に
な
っ
て
い
も
叫
移
φ曹、
A

夜
明
け
を
迎
え
た
。
二
十
七
日
以
降
は
全
た
年
賀
郵
便
が
再
開
し
て
、

、
ご
了

局
員
が
泊
り
込
み
だ
っ
た
。
勿
諭
食
事
は
五
年
今
も
な
お
そ
の
感
激
芯
二

局
で
出
る
、
泊
り
込
み
と
い
っ
て
も
、
宿
直
を
繰
り
返
し
て
い
る
私
で

~ω

一

室
に
引
き
っ
ぱ
な
し
の
寝
床
で
犀
夜
の
さ
あ
る
。

JL

正
月
か
迎
え
て

下
新
川
地
方
事

務

所

長

西

勝

久

一
昨
年

の
暮
、

市
民
の

一
員
に

加
わ
り

東
も
聞
も
わ
か
ら
ぬ
中
に
去
年

の
E
月
を
送
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
の
E
月
は
市
民
に
な
り
切

っ
た
せ
い
か
、
何
と
な
し
落
着

い
た
味
の
あ
る
正
月
の
様
に
思

わ
れ
る
o

e

そ
れ
だ
け
よ
け
い
に
市
の
躍

進
を
希
ふ
心
が
切
な
る
も
の
が

あ
る
。
顧
み
て
昨
年
の
市
の
歩

み
は
実
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

七
、
一
の
災
害
の
復
旧
、
水
道

ネ
オ
シ
、
八
幡
橋
の
竣
工
、
数

(今)
¥.._/ 

育
施
設
の
整
備
、
水
族
館
の
再

建
等
々
其
の
前
進
振
は
市
制
二

年
目
と
も
思
は
れ
ぬ
程
な
も
の

だ
っ
た
。
今
年
は
更
に
午
年
で

も
あ
り
、

博
覧
会
も
あ
り
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
天
馬
空
を
行

く
の
勢
で
飛
躍
す
る
こ
と
を
祈

っ
て
や
ま
な
い
。

農
業
も
昨
年

の
様
な
肥
料
禍
は
狼
絶
す
べ
き

で
あ
り
、
無
家
畜
農
家
は
解
消

豊
か
な
田
園
都
市
の
生
れ
ん
こ

と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
漁
も

棚
ぼ
た
式
か
ら
母
船
式
積
極
漁

法
え
転
換
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
名
実
と
も
の
田
園
市
が

出
現
す
る
と
思
う
。

(年)

(を)

屠

蔵

西
部
中
学
校
長

ぉ
E
月
と
い
う
と
何
ん
と
な

〈
気
が
・
改
ま
る
。
ど
う
し
て
此

の
季
節
に
E
月
を
置

い
た
か
知

ら
ぬ
が
各
至
又
は、

春
分
の
日

を
年
の
始
め
と
定
め
て
も
よ
か

っ
た
筈
で
あ
る
。
妙
な
と
き
を

正
月
と
し
た
も
の
だ
と
子
供
の

頃
よ
く
そ
ろ
思
っ
た
も
の
で
あ

る
oそ

し
て
大
晦
日
と
元
日
と
別

に
地
球
の
廻
転
に
変
っ
た
と
こ

ろ
は
無
い
の
に
、
人
々
の
気
持

の
上
に
鬼
が
笑
顔
に
な
る
程
の

変
化
を
与
え
る
事
も
面
白
い
と

(語)
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思
う
。
一

陽
来
復
等
と
実
は
こ

れ
か
ら
襲
く
な
る
の
に
早
〈
も

春
が
来
た
気
に
な
る
の
も
め
で

た
い
と
言
へ
ば
お
め
で
た
い
と

も
考
え
ら
れ
る
。

兎
角
人
間
の

気
の
持
ち
織
と
い
う
も
の
は
お

か
し
な
も
の
で
あ
る
。

子
供
の
時
の
様
に
京
月
を
楽

し
く
迎
え
ら
れ
た
ら
人
生
は
さ

ぞ
幸
福
だ
ろ
う
。

日
本
も
、速
く
た
て
直
っ
て
屠

蘇
に
酔
い
太
平
楽
を
舞
い
度
い

の
も
で
あ
る
。

蘇古川
口

''r4Bur 

田

士。
武

美

(る)化
し
て
、
民
主
的
に
お
互
い
話

一

し
合
い
乍
ら
相
談
し
乍
ら
実
践

-

の
実
を
、挙
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。要

す
る
に
市
に
於
て
は
、
社

会
教
育
の
全
般
に
亘
っ
て
、
其

の
振
興
策
を
樹
て
ふ
欲
し
い
。

義
務
制
の
学
校
教
育
は
此
の

一
年
間
に
飛
雌
的
な
大
活
動
に

依
っ
て
、
外
形
の
整
備
や
設
備

が
、
充
実
さ
て
き
た
が
、

一
九

五
四
年
に
は
先
づ
公
民
館
の
強

化
を
叫
ば
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

有
る
か
無
し
か
の
公
民
館
を
解

消
し
て
、
名
実
共
に
備
わ
る
公

民
館
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
既
に
道
下
地
区
に
工
事
中

の
理
想
的
な
公
民
館
が
本
年
初

頭
に
完
成
さ
れ
る
の
を
手
初
め

に
、
中
央
公
民
館
の
建
設
が
是

非
必
要
で
す
。

叉
保
育
所
の
設
備
は
年
と
共

に
整
備
免
展
さ
れ
つ
ふ
あ
り
ま

す
が
、
幼
稚
敬
育
の
研
究
は
全

〈
出
来
て

い
な
い
の
は
誠
に
遺

憾
で
、
激
育
の
基
礎
で
あ
る
幼

稚
教
育
と
某
の
設
備
に
充
分
な

研
究
と
実
践
の
方
途
を
講
ず
べ

き
事
で
あ
る
。

と
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

魚

津

市

固
定
資
産
評
償
審
査
委
員
曾

委

員

長

守

谷

留

治

山

口

助

夫

高

々
瀬

紋

作

農

業

委

員

曾

魚
津
会
長

山

口

太

一

下

中

島

グ

高

木

源

次

上

中

島

グ

水

尾

源

右

ヱ

門

松

倉

グ

、

河

崎

浅

之

助

一

上

野

方

グ

荒

一

川

.
清

作

一

下

野

方

グ

丸

本

太

一

一

片

見

グ

山

城

慶

一

一

加

積

グ

長

谷

川

宗

雄

一

道

下

グ

平

沢

栄

次

一

経

団

グ

岩

崎

忠

二

一

天

神

p

関

口

昌

次

一

西

布

施

グ

布

施

野

耕

二

一

市
勢
振
興
委
員
曾

魚
津
地
区

委

員

長

平

沢

豊

治

下

中

島

グ

稲

垣

文

吉

上

中

島

グ

川

上

政

治

松

倉

グ

河

崎

源

次

郎

上

野

方

グ

谷

口

庄

作

下

野

方

グ

木

下

庄

作

片

員

グ

長

田

喜

三

右

ヱ

門

加

積

グ

佐

々

田

久

作

道

下

H
H

関

口

与

蔵

経

団

グ

菊

池

松

雄

天

神

グ

中

山

常

松

西

布

施

グ

森

崎

守

太

昭
和
二
十
九
.年
度

保
育
所
入
所
希
肇
児
童
の

申
請
受
付
開
始
/

今
春
保
育
所
に
阻
奮
を
入
所

さ
せ
よ
う
と
希
望
さ
れ
る
家
庭

に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
留

意
の
上
剃
限
迄
に
申
請
さ
れ
る

様
願
い
ま
す
。

一
、
入
所
の
要
件

姐
護
福
祉
法
に
い
う
「
保
護
者

の
労
働
叉
は
疾
病
等
の
理
由
に

よ
り
、
そ
の
監
護
す
べ
き
乳
抱

幼
児
又
は
少
年
で
保
育
に
欠
け

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

で
あ
り
、
即
ち
保
護
者
の
労
働

病
気
叉
は
家
庭
の
貧
困
に
よ
り

一
般
の
家
庭
で
あ
る
な
ら
当
然

期
待
し
得
る
保
護
養
育
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
い
児
重
で
あ

り
ま
す
。

申
請
期
限

自
昭
和
二
十
九
年
一
月
十
一
日

至

ρ

二
十
日

申
請
手
続

市
社
会
福
祉
事
務
所
に
申
請
書

が
あ
り
ま
す
か
ら
受
取
り
、
必

要
事
項
記
入
の
上
提
出
し
て
下

さ
い
。



(4) 

午

年

の

昭和.29年 1月1日発行 .

出

来

率良

一
九
五
四
年
甲
午
(
き
の
え

の
ろ
ま
〉
年
を
迎
え
ま
し
て
、

は
て
こ
の
年
の
吉
凶
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

人
間
午
年
生
の
運
勢
ら
高
島

暦
易
断
に
伺
っ
て
見
る
と
、
性

絡
は
物
に
倦
み
易
い
虚
栄
心
の

高
い
所
か
ら
、
失
敗
す
る
と
と

も
あ
る
が
、
文
男
女
共
に
腹
に

隠
し
て
い
る
と
言
う
事
の
出
事

ぬ
人
が
多
く
、
開
け
放
し
で
四

十
年
代
で
幸
福
を
つ
か
み
、
極

め
て
積
極
的
進
路
を
も
っ
盛
大

運
と
あ
る
。

此
の
人
間
運
勢
も
亦
此
の
一

九
五
四
年
の
運
勢
に
当
て
は
ま

る
の
で
は
な
い
か
。

「
天
馬
空
を
ゆ
く
」
と
い
う
言

葉
の
様
に
、
無
限
の
宇
宙
を
縦

横
に
駈
る
あ
の
天
馬
の
様
に
、

発
展
と
希
望
と
其
の
積
極
性
を

象
徴
と
し
て
、
大
き
な
活
躍
を

期
待
し
得
る
年
か
と
思
う
。

今
後
二
百
年
間
の
午
年
(
う

ま
ど
し
〉
に
於
て
、
魚
津
に
起

き
た
い
ろ
/
¥
の
事
を
拾
っ
て

見
る
。

庚
午
寛
延
=
一
西
一
七
五

O

百
姓
の
強
訴
を
禁
じ
た
。

壬
午
宝
暦
二
一
西
一
七
六
二

前
年
大
火
ハ
三
七
七
戸
)

.
の
復
興
を
念
ぐ
。

加
賀
藩
甘
藷
の
種
子
を
傾

け
栽
培
を
奨
励
し
た
。

甲
午
安
永
三
西
一
七
七
四

異
様
頭
巾
を
禁
じ
た
。

富
山
藩
広
徳
館
を
創
立
。

丙
午
天
明
六
西
一
七
八
六

魚
津
町
人
挽
屋
太
右
衛
娘

も
ん
孝
行
に
褒
美
を
腸
う

伐
午
寛
政
一

O

西
一
七
九
八

金
沢
藩
主
斉
泰
公
魚
海
底

気
楼
を
見
て
喜
見
減
と
名

づ
〈
O

庚
午
文
化
七
西
一
八
一

O

水
戸
紀
治
公
大
日
本
史
紀

伝
を
京
都
及
び
幕
府
に
献

じ
た
。

壬
午
文
政
五
西
一
八
二
二

畿
内
及
び
山
陰
山
陽
等
虎

列
刺
病
流
行

大
町
大

E
寺
伝
四
郎
か
ら

広市津魚(E22鉱綴号)(第35号)

出
火
し
て
十
コ
一
戸
を
焼
〈

甲
午
天
保
五
西
一
八
三
四

魚
津
大
火
、
下
新
町
四
つ

屋
伝
右
衛
門
よ
り
出
火
し

六
七

O
戸
を
焼
く
。

丙
午
弘
化
三
西
一
八
四
六

町
奉
行
平
岡
右
近
愛
宕
神

社
を
友
道
か
ら
古
城
跡
に

改
築
。

戊
午
安
政
五
西
一
八
五
八

外
国
奉
行
織
部
正
利
海
岸

巡
視
の
為
め
魚
津
え
来
る

庚
午
明
治
三
西
一
八
七

O

藩
政
改
革
、
合
寺
令
に
よ

り
一
派
一
寺
と
な
る
。

大
谷
鉱
泉
開
湯
、
魚
津
消

防
組
編
成
せ
ら
る
o

壬
午
明
治
一
五
西
一
八
八
二

日
本
銀
行
の
開
業
、
俳
人

金
森
立
器
魚
津
に
於
て
死

亡。

甲
午
明
治
二
也
西
一
八
九
四

清
国
に
対
す
る
宣
戦
降
下

阿
波
加
修
造
氏
衆
議
院
犠

員
に
当
選
。

第
三
代
魚
津
町
長
寺
崎
与

一
郎
氏
着
任
。

丙
午
明
治
三
九
西
一
九

O
六

凱
旋
大
観
兵
式
奉
行
、
魚

津
尋
高
校
に
補
習
科
創
設

さ
る
。

魚
揮
に
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
生
る
。

魚
津
郵
便
局
特
定
三
等
局

に
指
定
さ
る
。

戊
午
大
正
七
西
一
九
一
八

欧
州
大
戦
休
戦
条
約
成
立

滑
川
、
水
橋
、
魚
樟
等
に

米
騒
動
起
る
。

庚
午
昭
和
五
西
一
九
三

O

第
三
回
国
勢
調
査
施
行
、

富
山
県
庁
全
焼
。

秩
父
宮
殿
下
現
地
戦
術
研

究
の
為
め
陸
軍
大
学
生
と

し
て
来
魚
。

壬
午
昭
和
一
七
西
一
九
四
二

下
新
川
地
方
事
務
所
開
設

第
二
十
代
魚
湾
町
長
西
国

源
次
郎
氏
着
任
。

徳
川
侍
従
魚
種
防
空
監
視

所
御
視
察
。

甲
午
昭
和
二
九
西
一
九
五
回

意

義

あ

成

人

の

日

る

水
稲
増
牧
競
技
会

入
賞
者

昭
和
二
十
九
年
一
月
十
五
日
一
時
よ
り
大
町
小
学
校
新
諮
堂
に
』

一

一

魚

津

市

主

催

第

一

回

水

稲

増

の
意
義
あ
る
「
成
人
の
日
」
を
一
於
て
、
次
の
よ
ろ
な
成
年
式
の
一

迎
え
る
に
あ
た
り
一
般
青
年
及
一
行
事
を
行
う
事
に
な
っ
た
の
で
一
牧
競
技
会
は
、
出
品
者
各
位
の

び
青
年
団
の
活
動
に
対
し
、
模
一

青
少
年
の
各
位
の
協
力
を
御
願
一
努
力
に
よ
り
、
近
年
に
な
い
悪

範
と
す
る
に
足
る
優
良
青
年
及
一
い
致
し
た
い
。
本
年
ま
青
年
学
一

天
候
を
克
服
し
て
多
大
の
成
果

一

t

一
を
牧
め
得
た
こ
と
は
、
喜
び
に

び
青
年
団
が
県
教
育
委
員
会
よ
一
級
掻
興
法
の
公
布
に
よ
り
、
各
一

一

一

耐

え

な

い

。

今

回

の

増

牧

競

技

り
表
彰
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

一単
位
青
年
団
の
め
ざ
ま
し
い
活

一

市
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
活
動
、

一動
を
期
待
し
て
い
る
o

一会
は
始
め
て
の
試
み
で
、
そ
の

一

一

年

に
於
け
る
米
作
魚
津
市
第

一

体
育
リ
グ
レ
1

シ
ヨ
シ
活
動
を
一
成
年
式
の
章
一な
る
行
事

一

一

一

を
選
ぶ
と
共
に
、
不
良
土
接
地

主
体
と
し
て
団
活
動
を
つ
づ
け

二

、
優
良
青
年
団
員
の
表
彰

一

一

一

帯
に
於
い
て
も
増
牧
率
が
高
く

て
来
た
道
下
校
下
青
年
団
が
表

一
一
、
成
年
者
の
弁
論
大
会

一

一

。

一其
の
栽
培
技
術
の
優
れ
て
い
る

彰
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
市
教
二
、
記
念
品
贈
呈

一

一

一

も

の

を

表

彰

し

た

。

委
と
し
て
は
、
十
五
日
午
前
十

一

一

-

一

今

回

の

出

品

は

、

総

数

こ

十

I
l
l
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-ー

一
一
一
点
の
内
一
位

一
点
、
一
一
位
一

圧
力
と
消
火
栓
其
の
三
さ
れ
た
町
野
式
継
手
に
な
っ
て

一点

一

概

組

釘

時

貯

刊

現
在
通
水
し
て
い
る
水
道
管

お
り
ま
す
。
病
院
、
旅
館
、
学

一

内
の
水
圧
は
約
四
キ
ロ
に
調
節
校
、
会
社
等
其
の
他
大
き
な
二
位
系
四
号

し
て
あ
り
ま
す
。
管
内
の
圧
力
建
物
で
火
念
に
消
火

し

得

る

様

一

=

一

石
八
八
五

が
四
キ
ロ
の
場
合
二
一
吋
半
の
に
建
物
内
部
の
墜
に

取

付

け

る

一

宮

津

高
三
長
官

消
火
ホ
1
ス
を

‘

消
火
栓
は
、
一
一
ご
位
コ
シ
ホ
ナ
ミ

取
付
け
、
一
吋
'
『

U
ι
L
1
一
吋
半
程
度
の
も
一
三
石
七
一
一
一
一
一

瓦
V

U

炉
設
7
7
0

一

の
筒
先
で
放
水

J
~
A
J
m
p目
先

の

で

筒

先

ホ

1

一

住

吉

石
坂

清

し

ま

す

と

、

無

山

ス

等

を

取

付

け

一

技

術

賞

系

五

号

風
の
状
態
で
す
と
高
さ
三

O
米
て
箱
に
お
さ
め
て
あ
り
ま
す
c

三
石
六

O
五

水
平
到
達
距
離
に
し
て
四
五
米
之
は
早
期
消
火
に
効
果
が
大
き
木
下
新
関
口
時
二

程
度
と
ぶ
事
に
な
っ
て
お
り
ま
い
の
で
、
学
校
、
寮
等
の
建
物

農
林
三
二
号

旬
。
二
吋
半
の
消
火
ホ

1
ス
は
に
は
是
非
設
備
し
て
戴
き
た
い

一
般
消
防
署
で

使

用

さ

れ

て

い

も

の

で

す

。

三

石

四

O
九

る

も

の

で

、

之

れ

は

全

国

統

一

江

口

江

幡

孝

勇

11 

十
一
月
定
例
市
議
会

t 

t 

t 

t 

J 

2 

2 

2 

去
る
十
二
月
二
十
四
日
市
役
所
に
お
い
て
、
定
例
市
議
会

が
関
か
れ
、
次
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
魚
津
市
一
改
定
に
よ
る
夫
々
増
額
分
計
三

歳
入
歳
出
追
加
更
E
予
算
三
一
、
四
八

O
円
の
追
加
で
あ
り

第

九

四

分

〉

一

ま

し

た

よ

「
主
な
る
歳
出
追
加
は
職
員
の
一
一
、
魚
蔀
市
職
員
の
給
与
に
関

期
末
手
当

O
、
・二
五
月
分
、
動
一
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

勉
手
当
O
、
ご
五
月
分
、
一
月
一
る
条
例
設
定
の
件

か
ら
給
与
ベ

1
ス
改
定
に
よ
る
一
「
給
与
ベ

1
ス
の
改
定
並
び
に

増
額
分
、
道
路
改
良
費
三
、
六
一
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
増
額

六
六
、

0
0
0円
、
土
地
改
良
一
に
よ
り
従
前
の
条
例
中
一
部
を

協
会
負
担
金
及
び
山
林
協
会
負
一
改
E
す
る
条
例」

担
金
一
、

O
四
五
、
=
一
八
二
円
一
一
、
魚
津
市
工
場
設
置
奨
励
条

臨
時
救
農
農
林
土
木
費
七
、
六
一
例
設
定
の
件

四
五
、

0
0
0円
等
で
合
計
二
一
「
木
市
産
業
の
興
隆
に
寄
与
す

三、

O
六
三
、
七
一

O
円
の
追
一
る
と
認
め
ら
れ
る
工
場
の
誘
致

加
で
あ
り
ま
し
た
。
」
一
を
図
る
た
め
適
当
な
奨
励
措
置

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
魚
海
市
一
を
な
し
市
勢
の
進
展
を
期
す
る

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
一
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
令
」

設
勘
定
歳
入
歳
出
追
加
予
一
一
、
負
担
付
寄
付
金
受
納
の
件

算

，

一
@
一
、
六
六
六
、

0
0
0
円

「
市
の
吏
員
と
同
様
に
期
末
手
一
、
市
道
石
垣
本
線
道
路
改

当
、
勤
勉
手
当
、
給
与
ベ

1
ス
一
良
費
に
対
す
る
負
担
付
寄

付
金

@
二
、

0
0
0、
0
0
0
円

市
道
黒
谷
、
木
下
新
線
道

路
改
良
費
に
対
す
る
負
担

付
寄
付
金

一
、
予
算
外
義
務
負
担
を
な
す

の
件

@
右
負
担
付
寄
付
金
二
件
に

対
す
る
予
算
外
義
務
負
担

@
魚
津
市
が
昭
和
二
十
八
年

度
に
お
い
て
、
消
防
ポ
シ

プ
〈
小
型
ト
1

ハ
ツ
〉
歪

台
を
魚
津
市
島
尻
小
坂
作

次
郎
か
ら
購
入
し
、
代
金

一

一
六
回
、
八

O
O円
を
支

一

払
す
る
予
算
外
義
務
負
担

一

@
魚
津
市
家
畜
市
場
に
充
用

一

す
る
目
的
を
も
っ
て
、
魚

一

海
市
畜
産
振
興
会
長
関
口

一

秀
雄
が
と
れ
を
新
築
し
、

一

当
該
建
物
を
市
が
条
件
付

一

で
買
放
す
る
た
め
の
予
算

一

外
義
務
負
担

一
十
=
月
十
=
日
(
土
〉

上
水
道
通
水
式
を
水
源
地
に

於
い
て
開
催

全
十
四
日
(
月
〉

県
主
催

「
失
業
対
策
事
務
打

合
会
」
を
本
市
で
開
催

企
十
五
日
ハ
火
〉

市
消
防
職
員
採
用
試
験
施
行

青
森
県
南
津
路
郡
尾
上
町
よ

り
市
政
視
察
の
た
め
来
市

全
十
六
日
(
水
〉

市
議
会
農
林
委
員
会
開
催

企
十
八
回
(
金
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

水

道

の

待
ち
に
待
っ
た
水
道
の
水
が

出
る
様
に
な
っ
て
も
う
一
ヶ
月

近
く
、
御
陵
様
で
我
家
の
台
所

は
、
毎
日
明
か
る
く
過
ぎ
て
行

き
ま
す
。
長
い
間
、
水
に
不
自
由

し
て
居
り
ま
し
た
私
共
、
只
今

金
銭
に
変
え
ら
れ
ぬ
喜
び
で

唯
々
有
難
く
感
謝
し
て
居
り
ま

す。
終
戦
後
、
当
地
に
帰
っ
て
何

よ
り
の
心
の
重
荷
と
し
て
暮
ら

一
、
市
債
借
入
及
び
償
還
方
法

の
件

「
上
水
道
事
業
費
に
充
当
の
た

め
金

一
五、

0
0
0円
以
内
を

銀
行
よ
り
借
入
せ
ん
と
す
る
た

め
の
も
の
」

一
、
天
神
簡
易
郵
便
局
廃
止
の

企
=
十
一
日
(
月
υ

市
議
会
農
林
委
員
等
砂
防
工

事
促
進
に
関
す
る
件
に
つ
き

県
え
陳
情
を
行
う

企
=
+
=
日
(
火
)

工
業
セ
シ
サ
ス
訓
練
会
開
催

金
二
十
三
日
(
水
)

市
議
会
商
工
水
産
委
員
会
、

全
総
務
委
員
会
開
催

全
二
十
四
日
(
木
)

定
例
十
二
月
市
議
会
開
催

全
二
十
五
日
ハ
金
〉

松
倉
地
区
有
線
放
送
開
設
記

念
放
送
を
行
う

喜

び

し
て
居
り
ま
し
た
水
、
水
、

・ま

さ
か
水
道
等
と
思
い
も
寄
ら
ぬ

夢
の
実
現
に
、
一
同
情
々
と
し

た
気
持
で
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

私
達
の
様
に
水
に
不
自
由
を
し

て
居
ら
れ
る
他
の
方
々
に
も
、

早
く
工
事
を
進
め
て
、
此
の
便

宜
を
一
日
も
早
く
分
け
て
上
げ

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

魚
津
市
上
村
木

柳

原

与

件

・

「
天
神
出
張
所
職
員
の
減
少
に

仲
い
円
滑
な
る
運
営
を
期
す
る

た
め
天
神
農
業
協
同
組
合
が
契

約
し
、
受
託
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
」

消

防

出

初

め

式

魚
津
市
消
防
団
に
お
い
て
は

E
月
六
日
大
町
小
学
校
々
庭
で

出
初
め
式
を
挙
行
致
し
ま
す
。

な
お
当
日
午
前
六
時
に
は
次
の

よ
う
な
サ
イ
レ
シ
及
び
半
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
。

サ
イ
レ
シ

約
十
五
秒

-
l
l
・-約

六
秒

-
-
ー
-
ー
-

(一

点
と
コ一

点
と
の
斑
打
)

半
鐘

吉

( )/~8t.tÅをの
代 ttの箪3多‘昭

和
二
十
九
年
の
ト
ッ
プ

統

計

調

査

開

始

グ

:
一
月
一
日
現
在
:
;
:

第
=
次
漁
業
セ
ン
サ
ス

個
人
経
営
体
調
査
巳
つ
い
て

と
の
調
査
で
「
個
人
経
蛍
体
」

と
は
、

昭
和
二
十
八
年
一
月
一

日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
聞
に
海
面
に
お
い
て
、

漁
般
を
使
用
し
て
三
十
日
以
上

自
家
単
独
で
漁
業
を
蛍
ん
だ
事

業
体
を
い
い
ま
す
。

-
v
調
査
の
範
囲

個
人
経
営
体
調
査
に
は
、

調
査
期
日
現
在
沿
海
市
区

町
村
に
、
存
在
す
る
す
べ

て
の
個
人
経
営
体
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

=
、
調
査
の
車
位
と
場
所

個
人
経
蛍
体
は
、
原
則
と

し
て
そ
の
経
蛍
者
の
属
す

る
世
帯
の
あ
る
場
所
で
一

単
.位
と
し
て
調
査
し
ま
す

但
し
、
経
蛍
者
の
属
す
る

世
帯
と
、
漁
業
経
蛍
の
た

め
の
現
業
事
業
所
と
が
異

っ
た
市
区
町
村
に
あ
る
と

き
は
、
そ
の
現
業
事
業
所

十
=
月
十
一
日
よ
り
+
=
月
=
十
車
目
ま
て

の
あ
る
場
所
で
現
業
事
業

所
毎
に
一
単
位
と
し
て
調

査
を
行
い
ま
す
。

=
T
周
査
事
項

①
経
営
体
の
名
称
又
は
経
営

者
の
氏
名

①
使
用
漁
船

①
自
営
漁
業
経
営
の
状
況

@
漁
業
種
類

@
経
営
統
数

の
従
事
者

@
稼
働
状
況

@
漁
獲
高

@
賃
金
支
払
形
態

@
漁
業
の
開
始
時
期

@
漁
捗
装
備
状
況

①
世
帯
員
の
就
労
状
況

@
氏
名

@
男
女
別

@
年
令

@
漁
業
従
事
状
侃

@
漁
業
外
産
業
従
事
状
況

①
共
同
経
営
参
加
状
況

①
他
産
業
兼
営
状
況

四
、
回
査
方
法

の
調
査
客
体
名
簿
に
基
ず

き
、
担
当
調
査
区
内
に
存

在
す
る
個
人
経
営
体
を
巡

回
訪
問
し
、
調
査
察
に
よ

り
面
接
聴
取
調
査
を
行
い

ま
す
。

車、
・御
協
力
巳
つ
い

τ

調
査
員
は
、
一
月
十
五
日

ま
で
の
聞
に
面
接
聴
取
調

査
の
た
め
、
各
家
庭
を
訪

問
し
て
、
調
査
票
に
記
入

し
ま
ず
か
ら
、
・
何
卒
御
協

力
を
願
い
ま
す
。

穴
、
秘
密
の
保
持
巳
つ
い

τ

こ
の
調
査
は
、
指
定
統
計

第
六
十
七
号
に
し
て
、
統

計
法
に
よ
っ
て
、
秘
密
が

保
持
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
統
計
の
資
料
以
外
に
絶

体
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
に
、
税
金
関
係
の
資
粧

其
の
他
に
絶
対
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
か
ら
御
安
心
下
さ

、。、hv


